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～ 先月の金環日食は御覧になりましたか？前回、同じように日食が日本全国

広範囲で見えたのはなんと１０８０年のことだったそうです。「後３年の役」

が起こったのが１０８３年ですから・・・さあ、そんな歴史を感じながら、

２０１２年の６月も、皆様の参加を西八王子でお待ちしております。～

新緑の中で始まった５月例会は、まず多摩川河川敷を歩き、拝島宿を歩き、

その後で啓明学園の全面的な御協力を得て、敷地内にある東京都重要文化財指

定の「北泉寮（ほくせんりょう）」の見学をさせていただきました。

ちょうど１年前には、「八王子宿」を歩いたわけで、これで千人同心の日光

への道をたどるきっかけのフィールドワークになりました。今では、八高線で

１５分程度の距離ですが、当時は多摩川に橋が架かっていなかったこともあり、

丸一日行脚の時代でした。拝島という宿場町がどのようにでき、それが八王子

宿とはどのように似ていて、どのように違うのか？参加者達は講師の栗原さん

の説明に聞き入りながら、自分の足で、一歩一歩その跡をたどっていました。
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集合は、啓明学園の数寄
屋門前、これが学園の正
門だそうです。新卒から
２５年目以上のベテラン
までがそろった参加者は、
その門の前で今日の行程
を確認しました。このよ
うな門が残っているのも
貴重です。拝島には歴史
学習のネタが沢山埋まっ
ているような予感がしま
した。さあ、スタート！
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へえ、ここに水門があったんです
か？村の取水口だったと書いてあ
る立て札の前に集まる参加者。手
前には水神の碑が建っていて、多
摩川は当時から貴重な水源であっ
たことを教えてくれました。でも
今はもう使われていません。あ、
地形の変化にも気付かされます。
案外観ているようで観ていないの
が私たち現代人なんです。反省！

少し高くなった住宅街の曲がり角、
こんなところも教室になります。
ここから見下ろすと何が見える
か？ここの道はなぜ直角なのか？
そんなことも意識しないと何も感
じません。栗原さんの一言で、そ
の意味がわかってくるのです。同
じ道が、行きと帰りではまるで違
う見方ができるようになる。それ
が学びです。うん、学んだ確かに！

街道沿いを歩くと明らかに一軒だ
けたたずまいが違うお屋敷があり
ました。資料でいただいた地割り
の古地図を見ると、確かにその名
前が。そう、ここは昔、この村の
代表者の家だったんですね。言わ
れてみれば、蔵が有る家と無い家、
敷地が同じ間隔になっている家と
そうでない家、まだまだあります
ね。気付かないで過ぎてること！

明治の晩餐会ではありませんが、
そういう雰囲気を醸し出す北泉寮
の食堂。こんなふりかえり会をし
たのは初めてです。三井家の日常
はこんなだったのか。拝島に戦前
から建てられていたこの屋敷の価
値がこうしてわかっていきます。
毎月１回公開しているそうですの
で、今度は気の合う仲間とゆっく
り来てみようかしら。素晴らしい！
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【参加者の感想より】
～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

●拝島が宿場町だったことは知っていても、誰が、何のために作った宿
だったか知らなかったので、今日はよくわかりました。地図や資料で
知ることも大切ですが、現場に実際に行ってみると、昔の人々のくら
しがイメージされるものだと良く分かりました。子ども達とも一緒に
歩いてみようと思います。今日はこの例会に参加できて本当によかっ
たです。ありがとうございました。

●道路を一つ隔てた所にある地蔵でさえも知らない自分に、少々焦りを
感じた１日となりました。しかし、ここ啓明の子ども達で、長い子で
１５年間通っても、地元を何も知らずに卒業していく子どもがほとん
どであると思うと、自分の通う学校のある拝島のことをいろいろな角
度から知り、様々な視点をもって地域を観ることができるようになっ
てほしいと思いました。

●今日はありがとうございました。初めて聞くお話ばかりで、いつも何
気なく通っている道が違う道に見えました。歩いて見ることによって
本で読んだり、話を聞くだけとは違う学びができました。私は英語科
の教師ですが、今日の学びをふまえてこういう地域学習を英語教材に
にできないかな、と教科の可能性を探ってみようと思います。

●地元の人にいろいろとたずねるきっかけを持てる知識を得ることがで
きた。現場に立って、そこで聞く、見る、などをすると対象が身近に
なっていろいろな事が身に付く。やはりフィールドワークは大切だと
思った。それにより時間をへだてたことも、自分がその中に入ってい
く感じをもった。今日の企画・案内の方々、御準備お疲れ様でした。

●今日は、３・４年生の担任時に勉強したことを思い出しながら歩いて
いると、より強く記憶に残り、新しい発見が多くありました。詳しく、
また視点を変えて見ることが出来たことが大きな発見で、今後は歴史
的観点をもって高学年の担任としても歩いてみたいと思います。また、
校区だけでなく、自分が住んでいる近所にも同様に歴史があり、気付
かずに日常を過ごしているのだと思うと、深く調べてみたいという気
にもなりました、今日は目的をもって歩くのが楽しかったです。

●拝島宿の学習だけではなく、拝島宿と他の宿場のつながりについても
理解と興味が深まりました。また、給水所の具体的な役割、水道橋の
役割など、なお新たな疑問点も浮かび上がりました。今後も常に疑問
点を探し、周辺地域への理解を深めたいと思います。

●歩けば歩くほど発見があり、様々な興味がわいてきました。また中学
年を持ちたくなりました。やはり、人と出会い、地域と出会うことで、
子ども達の学びは深まると感じました。

●自分が勤めていながら地域の事を何も知らなかったこと改めて感じま
した。歴史の様々な事実を今日はより身近に感じることができました。
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●今年度は３年生を受け持っているので地域について学習が社会科の学
習の中心となっています。私立学校なので周辺地域は自分の住んでい
る地域ではありませんが、毎日通っている学校のまわりのことをもっ
ともっっと知って欲しいと強く思いました。昨年度６年生を担任して、
歴史学習で拝島には歴史を学ぶ教材がたくさんあることを知りまし
た。実際に歩いてみると、新しい発見があったり、新たな疑問が出て
きたりします。また、大昔に”拝島宿”がここにあったと考えるだけ
でわくわくします。子どもたちにもこんな気持ちを感じて欲しいと思
います。そのためにも私自身が拝島のことをもっと探求していきたい
と思います。ありがとうございました。

●自分の足で歩くフィールドワークは、目・足・身体を使って感じたり
発見したりすることができるから、学習の方法としてとてもいいと思
います。ただ子どもに体験させる前に教師がしっかりと現地を回って、
授業で使えるよう教材化することが大切なんですね。ただ歩けばいい
ということではありませんでした。今日はそのことを一番に学びまし
た。御指導ありがとうございました。

●用水の跡や地形の高低差、宿場の名残、渡しの跡、など今日まで残さ
れている歴史の跡を見ると、当時の人々の生活を想像せずにはいられ
ません。「ここを渡しの仕事をするのは大変だったろうなあ。」、「馬が
通っていたのかな」など思い浮かべながら子ども達が歩けたらよいか
なと思います。今回は、栗原先生がガイドをしていただき、本当に感
謝致します。まずは、自分が教材研究をして、それから子ども達をこ
の歴史の宝庫に連れ出したいと思います。今日は学び多い時間を有り
難うございました。

・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

－６月例会のご案内－

６月は、毎年２３日に沖縄慰霊の日があります。今月はそういうこと

もあり、その１週間前に例会で”沖縄”を考えます。教材として総合の

授業や社会の授業で活かすために、また、これからの基地問題を考える

上でも、”ぬちどぅたから””ぬちどぅたから””ぬちどぅたから””ぬちどぅたから”をぜひ八王子の例会で学び合いましょう。

【2012【2012【2012【2012年年年年 ６６６６月例会月例会月例会月例会】】】】
「沖縄返還４０年」から沖縄、そして福島を考える「沖縄返還４０年」から沖縄、そして福島を考える「沖縄返還４０年」から沖縄、そして福島を考える「沖縄返還４０年」から沖縄、そして福島を考える

報告者：西村 美智子さん （八王子支部会員・啓明学園初等学校）
日 時：２０１２年６月１６日（土）１４：００～１６：３０頃
場 所：台町市民センター （JR西八王子駅南口徒歩8分)

※例会の詳細につきましては、事務局長の高田さん（２０１２年度からの勤務先＝
八王子第一小学校：０４２－６４２－０８５１）までお願い致します。


